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19 － 15
16 － 20
24 － 25
12 － 10

－
－
－

No. S PTS 3Ｐ 2Ｐ FT F RB AS No. S PTS 3P 2P FT F RB AS
4 * 8 2 1 0 3 1 0 4 * 4 0 2 0 5 3 1
5 * 1 0 0 1 3 1 3 5 * 11 0 5 1 2 5 6
6 11 3 1 0 3 0 1 6 * 7 0 2 3 2 7 1
7 2 0 0 2 1 2 0 7 3 0 1 1 3 2 0
8 0 0 0 0 0 2 0 8 * 16 1 6 1 2 9 2
9 * 9 0 4 1 2 5 1 9 3 1 0 0 0 0 0

10 11 3 1 0 1 0 0 10 * 17 0 6 5 4 15 0
11 12 0 4 4 2 3 3 11 6 1 1 1 0 4 1
12 * 8 0 3 2 2 5 3 12 - - - - - - -
13 * 9 0 3 3 1 6 1 13 0 0 0 0 0 0 0
14 0 0 0 0 1 1 0 14 3 1 0 0 2 2 1

                
                
                
                
            
            
            
            
            

HC - HC -
71 8 17 13 19 26 12 70 4 23 12 20 47 12

S: PTS: ポイント 3P: 2P: FT: F: ファール RB: リバウンド AS: アシスト

  
  

担当者：山田　 雅也（愛媛県バスケットボール協会） 日本体育協会・日本バスケットボール協会・愛媛県バスケットボール協会

　第１ピリオド、両チームマンツーマンでスタート。新潟県は速さを生かし、ドライブインや速攻で得点を重ねる。対して、鹿児島県は、高さを生かし、＃１０の
ポストプレーやリバウンドシュートなどで対抗する。１９－１５で第１ピリオド終了。
　第２ピリオド、新潟県はゾーンディフェンスをしかける。しかし、鹿児島県は落ち着いて対応し、得点を重ねる。新潟県はアウトサイドシュートが思うように決
まらず、鹿児島県にリードを許す。ピリオド終盤、新潟県はスクリーンからの得点を重ね、３５－３５の同点で第２ピリオド終了。
　第３ピリオド、序盤鹿児島県はテンポの速い展開で、得点を重ねる。３８－４７となったところで、新潟県がタイムアウト。その後、新潟県は、＃１０の３本の
３Pなどで追いつく。そこから、お互いに一歩も譲らず、５９－６０で第３ピリオド終了。
　第４ピリオド、鹿児島県がインサイドの攻撃でリードを広げる。終盤、新潟県がゾーンディフェンスに切り替え、鹿児島県の得点が止まる。そこから、新潟県
の速い攻撃で、残り５０秒で逆転。そのままリードを守りきり、７１－７０で新潟県が勝利した。両者とも持ち味を発揮した素晴らしいゲームだった。
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 梶川　清佳  時長　美桜 
 今岡　凪子  大串　梨沙 

 沼田　稚菜  大底　鈴奈 
 渡邊　成美  福山　莉可 

 安藤　　慈  後藤　　優 
 須田久瑠実  中山　　樹 

 横山　瑞希  川口　　絢 

71 70
(北信越) (九州)

 舩岡　眞希  原　　明里 

１回戦

山内　良馬 
終了時間： 15:00

主審：

副審：

期　　　日： 黒岡　和哲 
開始時間： 13:30

大会名称： 第72回国民体育大会
愛顔つなぐえひめ国体

開催場所： 今治市営中央体育館　Ｃコート
試合区分： 成年女子

2017(H29)年10月1日 (日)

 

 選手名  選手名

 浅利　千夏  井上　りか 

新潟 ○ ● 鹿児島

  

  

 五十嵐茉帆  白石　楓夏 
 津野　文香  篠原　瑞季 
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